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新建築基準法に対応した木質系防火処理木材の開発(Ⅱ)
～ 低コ ス ト 不燃木材の 製造技術の 開発～
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不燃処理材　 （薬剤含浸量： 1 8 3 k g / ｍ3 ）

塗装あ り 　 （薬剤含浸量： 1 3 8 k g / ｍ3 ）
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図1 　 防火性能試験結果

試験方法 不燃材料と し て の 合格条件

コ ー ン カ ロ リ メ ー タ を 使
用し 、 輻射熱5 0 ｋW / m 2

で 2 0 分間加熱

1 . 加熱時間の 総発熱量が 8 M J / ｍ2 以下で あ る こ と
2 . 加熱時間中、 防火上有害な 裏面ま で 貫通す る 亀裂及び 穴が な い こ と
3 . 加熱時間中、 最高発熱速度が 1 0 秒以上継続し て 2 0 0 ｋW / m 2 を 超え な い こ と

表　 I S O 5 6 6 0 - 1 に 示さ れ て い る 不燃材料の 評価基準

写真1 　 試作し た ア カ マ ツ 防火処理材料( a ) と
　 　 　 　 防火性能試験装置（コ ー ン カ ロ リ ー メ ー タ ）( b )

１　研究のねらい

　従来の不燃木材の製造方法は、木材

中に防火薬剤を180～300kg/m 3注入す

るものであった。本研究は、低コスト

不燃木材の開発を目的として、薬剤注

入量の低減をねらいとした、アルコキ

シ金属塩塗料 *による防火性能の向上効

果について検討を行った。

２　製造方法と性能評価　

○アカマツ板材に防火薬剤を注入し、

表裏面にアルコキシ金属塩塗料を塗布

したアカマツ防火処理材を試作した。(

写真1a)

○性能評価：ISO566 0 - 1に従い、試作

品の燃焼試験を行った（表、写真図1b

）。その結果、アルコキシ金属塩塗装

した試験体は、薬剤含浸量が少なくて
　無機物のみで構成されており、ウレタン
等の有機物を含む塗料に比べて耐火性が高
い塗料

*

も、不燃処理した試験体と同様の防火

性能を示し、20分間の総発熱量が不燃

材料の基準である8 M J /㎡を下回るこ

とが明らかになった（図2）。

３　成果と今後の進め方

　今回開発した不燃木材は、従来に比

べて薬剤使用量が2 5 %減少するため、

製造コストの削減が可能となる。この

ことについて、平成17年2月24日に特

許出願した（特願2005‐48318)。

　今後は、県内企業への技術移転によ

るアカマツ不燃木材の商品化と国土交

通大臣の認定取得を目指して、研究を

進める予定である。

塗装な し 　 （薬剤含浸量： 1 3 8 k g / ｍ3 ）


